
児
童
文
章
史
の
一
考
察

－
暑
中
休
暇
日
誌
を
中
心
に
ー

明
治
期
以
降
、
大
正
期
・
昭
和
期
（
戦
前
・
戦
後
）
そ
れ
ぞ
れ
に
、
大
人
に

よ
っ
て
学
童
の
た
め
の
暑
中
休
暇
物
語
が
作
ら
れ
た
り
、
学
童
の
手
に
よ
っ
て

暑
中
休
暇
日
誌
が
つ
け
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。
そ
こ
に
成
人
の
手
に
な
る
、
学

童
の
た
め
の
文
責
表
現
か
ら
、
子
ど
も
白
身
の
手
に
な
る
、
学
童
の
文
責
表
現

へ
と
推
移
し
て
い
く
、
一
つ
の
系
譜
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
。

明
治
中
期
、
大
江
小
波
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
、
「
暑
中
休
暇
」
（
ど
よ
う
や

す
み
）
は
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
九
月
一
三
日
に
博
文
館
か
ら
刊
行
さ

れ
た
。
つ
い
で
、
明
治
後
期
に
は
、
芦
田
恵
之
助
に
よ
っ
て
、
「
学
童
暑
中
休

暇
日
誌
」
（
明
治
4
1
年
6
月
3
0
日
、
目
黒
書
店
刊
）
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
、
作
家
（
厳
谷
漣
山
人
）
や
現
職
の
小
学
校
教
師
に
よ
る
創
作

で
あ
っ
て
、
子
ど
も
の
た
め
の
老
中
休
暇
物
語
と
な
っ
て
い
る
。

大
正
後
期
に
は
、
千
葉
省
三
に
よ
っ
て
、
「
と
ら
ち
ゃ
ん
の
日
記
」
（
大
正

一
四
年
へ
一
九
二
五
）
、
児
童
文
学
誌
「
童
話
」
九
月
号
に
掲
載
、
発
表
当
時

は
「
虎
ち
ゃ
ん
の
日
記
」
）
が
書
か
れ
た
。
「
と
ら
ち
ゃ
ん
の
日
記
」
は
、
「
作

者
の
代
表
作
で
、
ま
た
、
日
本
の
リ
ア
リ
ズ
ム
童
話
の
傑
作
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
小
学
校
六
年
生
の
と
ら
ち
ゃ
ん
の
夏
休
み
の
生
活
を
、
日
記
の
形
で
書
い

た
も
の
で
す
ピ
（
岩
波
少
年
文
雄
「
と
ら
ち
ゃ
ん
の
日
記
」
（
昭
和
3
5
年
6
月

野
　
地
　
潤
　
家

2
0
日
、
岩
波
書
店
刊
）
解
説
、
二
三
九
ペ
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
干

葉
省
三
に
と
っ
て
も
注
目
す
べ
き
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
戦
後
期
に
は
、
小
学
校
六
年
生
の
岡
本
篤
少
年
が
父
親
と
の
一
本
マ
ス

ト
の
ヨ
ッ
ト
に
よ
る
太
平
洋
横
断
の
航
海
日
誌
（
夏
休
み
の
五
六
日
間
）
を
「
ぼ

く
の
太
平
洋
大
航
海
」
（
昭
和
5
5
年
3
月
1
日
、
講
談
社
刊
）
に
ま
と
め
て
世

に
送
っ
た
。
子
ど
も
白
身
の
手
に
よ
っ
て
夏
休
み
の
航
海
日
記
が
克
明
に
記
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
た
ど
っ
て
み
る
と
、
明
治
期
以
降
現
在
ま
で
、
わ
が
国
に
お
け

る
学
童
の
夏
休
み
の
生
活
を
こ
ま
か
く
生
き
生
き
と
表
わ
し
た
、
暑
中
休
暇
日

誌
に
は
、
川
「
暑
中
休
暇
」
（
大
江
小
波
著
、
明
治
2
5
年
9
月
、
博
文
飽
刊
）

1
佃
「
学
童
暑
中
休
暇
日
誌
」
（
芦
田
恵
之
助
著
、
明
治
4
1
年
6
月
、
目
黒
告

店
刊
）
1
㈱
「
と
ら
ち
ゃ
ん
の
日
記
」
（
干
葉
省
三
作
、
大
正
1
4
年
9
月
、
「
童

話
」
掲
載
）
1
伸
「
ぼ
く
の
太
平
洋
大
航
海
」
（
岡
本
篤
著
、
昭
和
5
5
年
3
月

講
談
社
刊
）
の
よ
う
に
、
時
を
へ
だ
て
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、
一
つ
の
系
譜
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
ピ

40

二
「
暑
中
休
暇
」
（
ど
よ
う
や
す
み
）
　
大
江
小
波
著
　
明
治
2
5
年
9
月

博
文
鉛
刊



本
書
は
叢
書
「
少
年
文
学
」
の
う
ち
、
第
十
三
編
に
入
っ
て
い
る
。
「
暑
中

休
暇
」
が
刊
行
さ
れ
た
時
点
で
、
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
の
は
、
第
一
編
「
こ

が
ね
丸
」
（
巌
谷
漣
山
人
著
、
武
内
桂
舟
画
）
、
第
二
編
「
二
人
む
く
助
」
（
尾

崎
紅
葉
著
、
武
内
桂
舟
画
）
、
第
三
編
「
今
塀
慶
」
（
江
見
水
蔭
著
、
武
内
桂

舟
画
）
、
第
四
編
「
維
新
三
傑
」
（
北
村
紫
山
著
、
石
版
画
）
、
第
五
編
「
雨

の
日
ぐ
ら
し
」
（
山
田
美
妙
著
、
富
岡
永
洗
画
）
、
第
六
編
「
宝
の
山
」
（
川

上
眉
山
著
、
武
内
桂
舟
画
）
、
第
七
編
「
二
宮
尊
徳
翁
」
（
幸
田
露
伴
著
、
小

林
永
興
画
）
、
第
八
編
「
姉
と
弟
」
（
嵯
峨
の
や
著
、
富
岡
永
洗
画
）
、
第
九

編
「
当
世
少
年
気
質
」
（
巌
谷
漣
山
人
著
、
武
内
桂
舟
画
）
、
第
十
編
「
親
の

愚
」
（
宮
崎
三
昧
著
、
小
林
永
興
画
）
、
第
十
一
編
「
紀
文
大
尽
」
（
村
井
弦

斎
著
、
水
野
年
方
向
）
、
弟
十
二
編
「
大
石
良
雄
」
（
原
抱
一
席
著
、
藤
島
華

倦
画
）
の
一
二
編
で
あ
り
、
近
刊
を
予
定
さ
れ
て
い
た
の
は
、
第
十
四
編
「
近

江
聖
人
」
（
村
井
弦
斎
著
、
九
月
下
旬
出
版
）
、
第
十
五
編
「
伏
魔
将
軍
」
（
石

橋
忍
月
著
、
十
月
上
旬
出
版
）
、
第
十
六
編
「
河
村
瑞
賢
」
（
大
華
山
人
著
、

十
月
下
旬
出
版
）
の
三
冊
で
あ
っ
た
。

こ
の
叢
書
「
少
年
文
学
」
は
、
毎
月
一
回
発
行
、
和
装
美
本
仕
立
て
で
あ
っ

た
。
節
十
三
編
「
老
中
休
暇
」
は
、
目
次
の
ペ
ー
ジ
の
右
は
し
に
、
「
老
中
休

暇
」
（
当
世
少
年
気
質
の
中
）
と
あ
り
、
作
者
巌
谷
漣
山
人
と
し
て
は
、
当
世

少
年
気
質
に
焦
点
づ
け
て
描
い
た
意
欲
的
な
異
色
の
作
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
少

年
文
学
」
の
作
者
に
は
、
尾
崎
紅
葉
を
は
じ
め
幸
田
露
伴
、
江
貝
水
蔭
、
山
田

芙
妙
、
川
上
眉
山
、
嵯
峨
の
や
、
村
井
弦
斎
な
ど
、
当
時
と
し
て
一
流
の
作
家

が
動
員
さ
れ
て
い
る
。

「
老
中
休
暇
」
（
当
世
少
年
気
質
の
中
）
は
、
巻
初
に
、
「
校
長
の
演
説
」

（
筆
記
）
が
置
か
れ
、
夏
休
み
の
有
効
で
有
意
義
な
過
ご
し
か
た
へ
の
導
入
が

ポ
ー
ト

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
（
一
）
訪
泳
！
（
二
）
復
習
！
（
三
）
端
艇
！

（
四
）
遠
足
／
（
五
）
旅
行
／
（
六
）
帰
省
の
六
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
校
長
の
演
説
」
（
筆
記
）
で
は
、
暑
中
休
暇
に
入
る
に
当
た
っ
て
、
校
長

先
生
が
子
ど
も
た
ち
に
夏
休
み
の
過
ご
し
方
を
説
い
て
開
か
せ
る
か
た
ち
が
と

ら
れ
て
い
る
。

休
暇
中
は
、
勉
強
と
遊
び
と
の
け
じ
め
を
つ
け
て
過
ご
す
べ
き
こ
と
、
「
朝

マ
マ

は
空
気
も
新
鮮
で
あ
り
、
精
神
も
活
溌
な
時
で
す
か
ら
、
其
時
に
一
時
間
な
り

二
時
間
な
り
時
間
を
極
め
て
、
今
ま
で
学
校
で
習
っ
た
事
を
、
忘
れ
な
い
様
に

復
習
を
す
る
」
（
同
上
古
、
九
ペ
）
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
休
暇
中
の
遊
楽
（
あ
そ
ぴ
）
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
旅
行
が

ひ
と

す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
「
も
う
十
三
四
に
も
成
れ
ば
、
一
入
り
で
も
旅
の
出
来

な
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
ピ
「
鎌
倉
か
ら
江
の
島
、
大
破
位
の
処
な
ら
、
直
垂
に

行

か

れ

ま

す

ピ

（

同

上

書

、

＝

ペ

）

　

　

　

　

　

　

　

お

乏

　

－

次
に
は
帰
省
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
「
此
老
中
休
暇
を
幸
ひ
に
、
故
国
へ
　
4
1

帰
っ
て
許
否
を
訪
ひ
、
又
東
京
の
土
産
話
や
、
学
校
で
学
ん
だ
事
杯
を
咄
L
 
l

て
聞
か
し
て
、
両
親
を
喜
ば
せ
る
の
も
至
極
善
い
事
で
あ
り
ま
す
ピ
（
同
上
書
、

一
二
ペ
）

次
に
は
、
泳
ぎ
（
訪
泳
）
に
行
く
こ
と
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

次
に
は
端
艇
（
ポ
ー
ト
）
を
漕
ぎ
に
行
く
こ
と
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
「
面

あ
そ
ぴ
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
だ

白
い
遊
楽
で
、
ま
た
身
鉢
の
為
に
も
宜
敷
い
か
ら
、
時
々
は
隅
田
川
や
、
ま
た

で
か
け

品
川
滑
へ
出
駈
て
御
覧
な
さ
い
′
」
（
同
上
書
、
三
一
ペ
）

次
に
は
遠
足
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
早
朝
・
夕
方
な
ど
の
涼
し
い
時
分
の

朋
友
二
三
人
と
の
散
歩
の
ほ
か
、
「
殊
に
は
入
谷
の
朝
顔
、
不
忍
の
蓮
も
、
丁

度
今
が
盛
り
で
す
か
ら
、
其
処
等
へ
行
っ
て
御
覧
な
さ
い
′
　
ま
た
王
子
や
目

あ
そ
び

黒
に
は
滝
も
あ
り
ま
す
、
一
日
納
涼
に
行
く
の
も
亦
悪
く
無
い
遊
楽
で
す
宍
同

上
書
、
一
四
ペ
）
と
め
ず
ら
し
い
場
所
へ
の
遠
足
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。



「
老
中
休
暇
」
は
、
校
長
先
生
の
夏
休
み
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
の
話
を
契

ポ

ー

ト

機
と
し
て
、
（
一
）
訪
泳
、
（
二
）
復
習
、
（
三
）
端
艇
、
（
四
）
遠
足
、
（
五
）

旅
行
、
（
六
）
帰
省
　
な
ど
、
六
つ
の
物
語
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）
済
泳
　
に
は
、
梅
島
郁
太
郎
（
主
人
公
）
、
そ
の
先
輩
入
江
浪
次
郎

が
登
場
し
、
入
江
に
手
引
き
さ
れ
な
が
ら
、
両
親
に
は
隠
れ
て
水
泳
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
い
き
さ
つ
が
巧
み
に
描
か
れ
て
い
る
。

（
二
）
復
習
　
に
は
、
竹
屋
不
二
夫
（
一
三
歳
、
小
学
校
高
等
科
三
年
、
恵

ま
れ
た
家
庭
の
子
ど
も
）
・
松
下
操
一
（
不
二
夫
と
同
年
齢
。
父
親
が
亡
く
な

り
、
母
子
家
庭
。
三
田
の
精
乳
合
に
奉
公
。
勉
強
好
き
・
読
書
好
き
。
）
が
登
場

す
る
。
早
朝
一
時
間
あ
ま
り
丸
山
の
ベ
ン
チ
に
腰
を
掛
け
、
声
に
出
し
て
本
を

読
む
の
を
日
課
と
し
て
い
る
不
二
天
に
、
牛
乳
配
り
を
し
て
働
い
て
い
る
操
一

が
偶
然
知
り
合
い
、
両
名
意
気
投
合
し
て
仲
好
L
に
な
り
、
や
が
て
は
操
一
が

竹
屋
家
に
引
き
取
ら
れ
て
通
学
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
友
情
物
語
で
あ
る
。

ポ

ー

ト

（
三
）
端
艇
　
で
は
、
川
村
龍
彦
は
じ
め
、
四
人
の
同
級
生
、
岸
上
・
山
下

・
野
中
・
原
が
登
場
す
る
。
ポ
ー
ト
漕
ぎ
は
、
川
村
・
岸
上
は
経
験
者
、
野
中

と
原
と
は
二
度
目
、
山
下
が
初
め
て
で
、
隅
田
川
で
の
ポ
ー
ト
漕
ぎ
に
馴
れ
な

い
山
下
を
中
心
に
起
こ
る
、
少
年
た
ち
の
喧
嘩
や
和
解
の
こ
と
が
生
き
生
き
と

括
か
れ
て
い
る
。

（
四
）
遠
足
　
に
は
、
林
文
治
・
間
静
逸
の
両
少
年
が
登
場
し
、
二
人
で
上

野
不
刃
心
池
の
蓮
の
花
を
見
る
た
め
遠
足
を
試
み
る
。
道
順
は
、
三
番
町
1
靖
国

神
社
1
富
士
見
町
1
馬
場
1
銅
像
（
大
村
兵
部
大
輔
）
1
九
段
坂
1
飯
田
町
1

三
崎
町
1
水
道
橋
1
お
茶
の
水
1
元
町
東
竹
町
1
春
木
座
1
切
通
し
の
坂
1
仲

町
1
池
の
端
1
東
照
宮
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
漢
詩
好
き
の
林
文
治
は
七
言

絶
句
一
編
を
作
り
、
昆
虫
好
き
の
岡
静
逸
は
、
用
意
し
て
来
た
虫
龍
に
、
蝶
・

こ
お
ろ
ぎ
・
こ
が
ね
む
し
・
か
ま
き
り
・
か
ぶ
と
虫
‥
、
、
ン
・
、
、
ン
蝉
・
キ
チ
キ

チ
は
っ
た
な
ど
、
都
合
七
匹
の
虫
を
捕
っ
て
入
れ
る
。

（
五
）
旅
行
　
に
は
、
初
野
民
太
（
二
葉
小
学
高
等
三
年
生
　
初
野
民
太
（
一

三
年
十
ケ
月
）
）
の
も
の
し
た
、
「
鎌
倉
江
ノ
島
紀
行
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

小
学
全
課
を
卒
業
し
て
、
郷
里
静
間
に
帰
省
す
る
友
人
笈
川
学
君
と
共
に
、
新

橋
1
鎌
倉
1
旅
亭
三
橋
に
投
宿
し
、
翌
日
は
江
の
島
に
向
か
っ
て
い
る
。
友
人

笈
川
学
君
と
は
藤
沢
駅
で
東
西
に
別
れ
、
初
野
民
太
は
夕
方
新
橋
に
帰
り
、
帰

宅
す
る
。
文
語
文
で
記
さ
れ
て
お
り
、
末
尾
に
は
、
指
導
者
か
ら
の
批
評
の
こ

と
ば
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

（
六
）
帰
省
　
に
は
、
笈
川
学
（
前
出
）
の
静
間
へ
の
帰
郷
の
こ
と
が
、
初

野
民
太
（
前
出
）
へ
の
古
状
（
候
文
）
の
か
た
ち
を
と
っ
て
抄
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
初
め
に
は
、
作
者
（
大
江
小
波
）
が
次
の
よ
う
に
こ
と
わ
っ
て
い
る
。

「
作
者
云
ふ
。
此
よ
り
笈
川
学
が
帰
省
の
事
を
記
す
べ
き
な
れ
ど
、
奈
何
せ

マ
マ

ん
紙
類
余
す
処
無
く
、
発
先
期
日
亦
大
に
迫
り
た
れ
ば
、
不
得
止
笈
川
学
が
、

マ
マ

初
野
民
太
に
贈
れ
る
書
状
を
左
に
抄
録
し
て
、
優
に
其
責
を
塞
ぎ
、
詳
細
は
他

日
を
期
し
て
之
を
報
ぜ
ん
と
す
。
吾
が
親
愛
な
る
少
年
諸
君
、
敢
て
作
者
が
怠

慢
と
な
忠
ひ
た
ま
ひ
そ
。
あ
な
か
し
こ
ピ
（
同
上
書
、
一
六
〇
～
〓
ハ
一
ペ
）

暑
中
休
暇
中
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
を
、
「
校
長
の
演
説
（
筆
記
）
に
従
っ

ポ

ー

ト

て
、
（
一
）
野
泳
、
（
二
）
復
習
、
（
三
）
端
艇
、
（
四
）
遠
足
、
（
五
）
旅

行
と
、
力
を
入
れ
て
描
い
て
い
く
う
ち
、
予
定
の
紙
数
を
使
っ
て
し
ま
い
、
（
六
）

帰
省
に
至
っ
て
は
、
分
塁
上
の
制
約
も
あ
っ
て
、
（
五
）
旅
行
と
も
に
、
小
活

字
で
組
ま
れ
て
い
る
。
全
編
で
は
四
六
判
〓
ハ
二
ペ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
。

大
江
小
波
作
「
暑
中
休
暇
」
（
ど
よ
う
や
す
み
）
は
、
明
治
二
〇
年
代
半
ば
、

当
時
の
小
学
生
た
ち
を
主
人
公
と
し
て
、
夏
休
み
に
お
け
る
児
童
の
生
活
を
主

と
し
て
言
文
一
致
体
で
活
写
し
、
興
味
深
い
児
童
読
物
た
り
え
て
い
る
点
で
、

注
目
さ
れ
る
。
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三

脚
　
「
学
童
暑
中
休
暇
日
誌
」
　
芦
田
恵
之
助
著
　
明
治
4
1
年
6
月
3
0
日

目
黒
書
店
刊

本
書
の
「
は
し
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
芦
田
恵
之
助
（
当
時
、
東
京
高
等
師
範

学
校
訓
導
、
附
属
小
学
校
勤
務
）
は
、
、
イ
タ
リ
ア
の
ア
ミ
ー
チ
ス
の
「
ク
オ
レ
」

に
触
発
さ
れ
、
そ
の
学
童
日
誌
を
高
く
評
価
も
、
わ
が
国
の
児
缶
の
た
め
に
、

暑
中
休
暇
の
生
活
を
取
り
上
げ
、
「
一
面
に
は
学
童
が
こ
の
休
暇
を
利
用
す
る

よ
－
に
と
い
ふ
目
的
を
も
っ
て
、
一
面
に
は
休
暇
中
に
於
け
る
学
童
の
感
情
を

純
正
な
ら
し
む
る
と
い
ふ
目
的
を
も
っ
て
」
（
同
上
書
、
「
は
し
が
き
」
、
三

～
四
ペ
）
、
こ
の
児
童
物
語
を
著
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

芦
田
恵
之
助
は
、
杉
谷
代
水
氏
の
翻
訳
を
通
じ
て
「
ク
オ
レ
」
に
接
し
、
そ

れ
に
触
発
さ
れ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
「
ク
オ
レ
」
に
当
た
る
学
童
読
物
の
創

作
を
思
い
立
っ
た
。
明
治
三
〇
年
代
半
ば
こ
ろ
か
ら
、
つ
ま
り
二
〇
世
紀
初
頭

か
ら
児
爵
（
学
童
）
読
物
の
創
作
に
思
い
を
潜
め
て
い
た
芦
田
恵
之
助
は
、
杉

谷
代
水
訳
「
ク
オ
レ
」
に
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
層
そ
の
意
欲
を
強
め
ら

れ
た
。

し
ん

「
学
童
老
中
休
暇
日
誌
」
の
主
人
公
は
、
尋
常
科
六
年
生
の
春
山
真
と
い
う

男
児
で
あ
る
。
こ
の
春
山
真
が
「
日
誌
」
の
筆
者
と
な
っ
て
い
る
。

春
山
家
に
は
、
両
親
の
は
か
、
婆
や
が
い
る
。
兄
（
敏
）
は
京
都
の
高
等
学

校
（
旧
制
）
に
学
ん
で
お
り
、
姉
（
花
）
は
す
で
に
横
浜
に
嫁
し
て
い
て
、
隆

坊
と
い
う
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
。
主
人
公
春
山
責
（
六
年
生
）
に
は
、
近
く
に
野

山
（
五
年
生
）
・
杉
山
（
四
年
生
）
と
い
う
友
だ
ち
が
お
り
、
よ
く
春
山
の
う

ち
へ
あ
そ
び
に
来
る
。
ま
た
、
同
級
生
と
し
て
は
、
川
渡
・
岡
部
・
山
川
・
山

野
な
ど
が
登
場
し
て
く
る
。

春
山
貢
の
父
親
は
、
七
月
二
三
日
（
木
）
か
ら
北
海
道
へ
出
張
し
、
二
六
日

（
日
）
に
は
函
鉛
か
ら
無
事
に
着
い
た
と
の
手
紙
が
く
る
。
や
が
て
八
月
七
日

（
金
）
夕
方
、
出
張
先
か
ら
帰
宅
す
る
。
京
都
の
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い
る

兄
（
敏
）
は
、
七
月
二
七
日
（
月
）
帰
っ
て
来
る
。
八
月
九
日
（
日
）
春
山
家

マ
マ

で
催
し
た
談
話
会
の
お
し
ま
い
に
、
兄
は
「
を
さ
な
物
語
」
を
し
て
く
れ
る
。

八
月
二
四
日
（
月
）
、
京
都
へ
帰
っ
て
行
く
。
ま
た
、
横
浜
に
嫁
い
で
い
る
姉

（
花
）
は
、
八
月
五
日
（
水
）
赤
ち
ゃ
ん
の
隆
坊
を
つ
れ
て
里
帰
り
す
る
。
や

が
て
八
月
一
二
日
（
水
）
横
浜
へ
帰
っ
て
行
く
。
春
山
家
の
婆
や
は
、
家
族
同

様
で
、
よ
く
春
山
家
に
溶
け
込
ん
で
お
り
、
子
ど
も
か
ら
も
慕
わ
れ
て
い
る
。

真
と
同
年
の
一
人
子
を
二
歳
の
折
亡
く
し
て
い
る
。
七
月
三
〇
日
（
木
）
、
婆

や
と
谷
中
の
墓
地
に
婆
や
の
坊
や
の
お
墓
参
り
に
行
く
。
ま
た
、
八
月
二
〇
日

（
木
）
午
後
婆
や
に
誘
わ
れ
て
浅
草
に
行
き
本
願
寺
に
お
参
り
を
し
て
、
法
話

を
聴
聞
し
た
り
、
観
音
様
に
お
参
り
を
し
、
昆
虫
鉛
に
も
入
っ
た
り
す
る
。

こ
の
「
日
誌
」
の
筆
者
春
山
責
の
同
級
生
は
、
川
渡
・
岡
部
・
山
川
・
山
野

の
四
名
で
、
川
波
は
休
暇
中
、
舞
子
に
出
か
け
、
そ
こ
か
ら
第
一
信
（
七
月
二

四
日
（
金
）
）
・
第
二
信
（
八
月
八
日
（
土
）
）
を
送
っ
て
く
る
。
岡
部
は
尋

六
で
評
判
の
美
術
家
で
あ
り
、
七
月
二
六
日
（
日
）
、
学
校
で
図
画
手
工
の
展

覧
会
を
開
く
。
八
月
二
三
日
（
日
）
に
は
、
第
二
回
の
展
覧
会
を
聞
き
、
い
ろ

い
ろ
趣
向
を
凝
ら
し
て
春
山
を
感
心
さ
せ
る
。
山
川
は
、
休
暇
中
、
田
園
生
活

を
送
り
、
第
一
信
を
七
月
三
一
日
（
金
）
、
第
二
信
を
八
月
一
八
日
（
火
）
に

送
っ
て
く
る
。
山
川
は
文
語
文
の
名
手
で
あ
h
ソ
、
い
ず
れ
も
文
語
で
手
紙
を
し

た
た
め
て
い
る
。
八
月
二
五
日
（
火
）
に
は
、
四
〇
日
ぶ
り
に
春
山
の
家
を
訪

れ
る
。
次
に
山
野
は
新
華
族
で
、
八
月
一
六
日
（
日
）
山
野
の
う
ち
で
音
楽
会

を
催
し
、
春
山
真
も
招
か
れ
て
出
か
け
る
。

こ
れ
ら
の
登
場
人
物
の
ほ
か
、
春
山
真
（
主
人
公
）
の
所
へ
は
、
毎
日
の
よ
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う
に
下
級
生
野
山
（
尋
五
）
・
杉
山
（
尋
四
）
の
両
名
が
や
っ
て
く
る
。
野
山

は
家
は
豆
腐
昆
で
評
判
の
優
等
生
で
あ
る
。
杉
山
は
非
常
に
腕
白
者
で
変
物
で

は
あ
る
が
、
春
山
に
は
よ
く
な
つ
き
、
毎
日
九
時
か
ら
一
緒
に
体
操
を
す
る
。

後
に
は
野
山
も
加
わ
っ
て
三
人
で
体
操
を
し
て
楽
し
む
よ
う
に
な
る
。
体
操
だ

け
で
な
く
、
理
科
の
実
験
を
手
伝
っ
た
り
、
八
月
二
日
（
日
）
に
は
野
山
も

加
わ
っ
て
王
子
の
方
へ
遠
足
に
行
っ
た
り
す
る
。
杉
山
は
ま
た
、
八
月
三
日
（
月
）

昆
虫
採
集
に
出
か
け
、
そ
こ
で
喧
嘩
を
し
て
し
ま
う
。
そ
の
は
か
、
八
月
九
日

（
日
）
、
春
山
家
で
開
か
れ
た
談
話
会
の
手
伝
い
を
し
た
り
、
幼
時
か
ら
か
わ

い
が
ら
れ
た
春
山
の
姉
に
朝
顔
の
鉢
を
持
っ
て
来
た
り
、
親
冨
な
生
活
が
つ
づ

く
。
八
月
一
〇
日
（
月
）
に
は
、
杉
山
が
病
気
に
な
り
、
回
り
の
人
た
ち
か
ら

心
配
さ
れ
、
親
切
に
さ
れ
る
が
、
八
月
一
九
日
（
水
）
に
は
元
気
を
回
復
し
、

再
び
三
人
で
朝
の
体
操
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
八
月
二
五
日
（
火
）
こ
ろ
か

ら
天
候
が
あ
や
し
く
、
や
が
て
暴
風
雨
に
な
り
、
多
く
の
被
害
が
出
る
。
旧
師

中
野
先
生
と
そ
の
生
徒
た
ち
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
は
義
拍
活
動
を
し
た
り
す

る
。夏

期
休
暇
中
、
教
育
招
集
日
（
い
わ
ゆ
る
登
校
日
）
は
、
八
月
一
日
（
土
）
、

八
月
二
日
（
火
）
、
八
月
二
一
日
（
金
）
の
三
回
設
け
ら
れ
、
担
任
の
先
生

か
ら
、
暑
中
休
暇
中
の
生
活
指
導
・
学
習
指
導
が
な
さ
れ
て
．
い
る
。

こ
う
し
て
、
「
学
童
暑
中
休
暇
日
誌
」
は
、
老
中
休
暇
四
三
日
間
、
春
山
家

を
中
心
に
、
学
童
責
は
毎
日
の
み
ず
か
ら
の
生
活
を
記
し
て
、
単
調
に
流
れ
ず

変
化
に
富
む
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

毎
日
朝
六
時
に
起
床
し
、
朝
食
の
前
後
に
復
習
を
位
置
づ
け
、
体
操
を
し
、

家
事
を
手
伝
い
、
夜
は
日
記
を
つ
け
て
九
時
に
就
床
す
る
。
こ
の
日
課
を
原
則

と
し
て
忠
実
に
守
ら
せ
な
が
ら
、
そ
の
間
に
、
父
の
出
張
、
兄
の
帰
省
、
姉
の

里
帰
り
、
婆
や
と
の
外
出
、
級
友
か
ら
の
来
信
、
展
風
雨
の
襲
来
、
水
害
の
義

摘
活
動
な
ど
を
織
り
ま
ぜ
て
、
一
学
童
の
休
暇
中
の
家
庭
生
活
を
多
彩
な
ら
し

め
て
い
る
。

「
日
誌
」
の
筆
者
と
し
て
の
春
山
真
は
、
両
親
・
兄
姉
（
甥
に
あ
た
る
隆
坊
）

・
婆
や
に
恵
ま
れ
、
素
直
に
明
る
く
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
、
典
型
的
な
小
学
生

（
学
童
）
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
日
々
の
学
習
・
運
動
・
手
伝
い
・
経
験
・

人
間
関
係
を
生
き
生
き
と
楽
し
ん
で
い
る
。

「
学
童
暑
中
休
暇
日
誌
」
は
、
芦
田
恵
之
助
の
述
作
活
動
の
系
列
と
し
て
は
、

「
丙
申
水
害
実
況
」
（
明
治
3
0
）
1
「
試
験
や
す
み
」
（
明
治
3
5
）
1
「
学
童

暑
中
休
暇
日
誌
」
（
明
治
4
1
）
1
「
綴
方
十
二
ケ
月
」
（
大
正
6
～
8
）
の
中

に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
対
象
を
リ
ア
ル
に
措
く
修
練
の
基
礎
は
、
「
丙

申
水
害
実
況
」
に
よ
っ
て
固
め
ら
れ
、
学
童
の
休
暇
中
の
生
活
を
描
く
呼
吸
は
、

「
試
験
や
す
み
」
に
よ
っ
て
会
得
さ
れ
、
「
学
童
暑
中
休
暇
日
誌
」
は
、
そ
れ

ら
の
基
礎
の
上
に
結
実
し
、
「
試
験
や
す
み
」
の
発
展
・
拡
充
せ
し
め
ら
れ
た

も
の
と
い
え
よ
う
。

た
だ
、
「
学
童
暑
中
休
暇
日
誌
」
に
お
い
て
は
、
女
児
が
一
名
も
登
場
し
て

来
な
い
。
こ
れ
は
大
江
小
波
作
「
暑
中
休
暇
」
（
ど
よ
う
や
す
み
）
も
同
じ
で

あ
っ
た
が
、
同
じ
作
者
の
「
試
験
や
す
み
」
に
も
、
「
綴
方
十
二
ケ
月
」
に
も

女
児
が
二
人
ず
つ
登
場
し
て
い
る
の
に
比
べ
て
、
な
に
か
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

芦
田
恵
之
助
の
「
学
童
暑
中
休
暇
日
誌
」
に
よ
っ
て
、
主
人
公
春
山
真
に
夏

休
み
中
の
学
習
・
生
活
を
克
明
に
周
智
に
生
き
生
き
と
描
か
せ
た
こ
と
は
、
児

童
読
物
の
史
的
展
開
の
上
で
、
ま
た
児
童
の
生
活
の
表
現
の
史
的
展
開
の
上
で
、

注
目
す
べ
き
成
果
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

四
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㈱
　
「
と
ら
ち
ゃ
ん
の
日
記
」
　
千
葉
省
三
稿
　
大
正
1
4
年
9
月
　
「
童
話
」

掲
載千

葉
省
三
作
「
と
ら
ち
ゃ
ん
の
日
記
」
（
昭
和
3
5
年
6
月
2
0
日
、
岩
波
書
店

刊
）
に
は
、
初
め
に
、
作
者
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
の
日
記
を
か
い
た
と
ら
ち
ゃ
ん
（
引
用
者
注
、
岡
田
虎
三
）
は
、
じ
つ

は
小
さ
い
時
の
わ
た
し
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
わ
た
し
の
知
っ
て
い
る
、
お
さ

な
友
だ
ち
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

と
に
か
く
、
ま
っ
か
な
、
ま
る
ま
っ
ち
い
顔
と
、
じ
よ
う
ぶ
そ
う
な
、
日
に

焼
け
た
手
足
を
も
っ
た
、
尋
常
六
年
生
ぐ
ら
い
の
い
な
か
の
子
ど
も
と
思
っ
て

く
だ
さ
い
。
こ
こ
に
出
て
い
る
の
は
、
そ
の
と
ら
ち
ゃ
ん
の
書
い
た
村
の
地
図

（
引
用
者
、
「
と
ら
ち
ゃ
ん
の
日
記
」
の
題
下
に
、
手
が
卓
の
村
の
地
図
が
掲

げ
て
あ
る
の
を
指
し
て
い
る
。
）
で
、
日
記
の
中
に
出
て
く
る
場
所
（
引
用
者
注
、

ボ
ン
デ
ン
山
、
草
場
、
新
屋
敷
、
大
沼
、
中
島
、
ノ
ダ
川
、
新
堀
、
オ
レ
ン
チ

（
と
ら
ち
ゃ
ん
の
う
ち
）
、
ゲ
ン
チ
ャ
ン
チ
（
源
作
君
の
う
ち
）
、
ト
ン
ガ
リ

山
、
学
校
な
ど
）
を
、
と
ら
ち
ゃ
ん
が
み
な
さ
ん
に
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
、
い

ち
い
ち
書
き
入
れ
た
の
で
す
ピ
（
同
上
告
、
一
七
六
ペ
）

千
葉
省
三
は
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
に
栃
木
県
篠
井
村
に
生
ま
れ
た
。

小
学
校
三
年
の
折
、
父
親
の
転
勤
に
従
っ
て
、
一
家
は
棉
木
村
（
現
在
は
鹿
沼

市
楠
木
町
）
に
移
り
住
み
、
こ
こ
に
二
〇
年
も
居
た
と
い
う
。
従
っ
て
、
干
葉

省
三
が
小
学
校
の
六
年
生
だ
っ
た
こ
ろ
と
い
え
ば
、
明
治
三
〇
年
代
も
半
ば
を

過
ぎ
た
時
期
に
あ
た
る
。
も
っ
と
も
、
当
時
は
尋
常
制
は
四
年
生
ま
で
だ
っ
た

か
ら
、
尋
常
六
年
は
高
等
科
二
年
に
相
当
す
る
学
年
で
あ
っ
た
。

「
と
ら
ち
ゃ
ん
の
日
記
」
に
は
、
と
ら
ち
ゃ
ん
（
岡
田
虎
三
）
を
は
じ
め
、

源
ち
ゃ
ん
（
小
山
源
作
）
・
作
ち
ゃ
ん
・
喜
三
ち
ゃ
ん
が
登
場
す
る
。
東
京
か

ら
夏
休
み
の
問
、
新
屋
敷
に
滞
在
す
る
敬
一
君
が
や
っ
て
来
る
。
ま
た
、
角
ち

や
ん
・
利
平
・
五
郎
ち
ゃ
ん
の
ほ
か
、
と
ら
ち
ゃ
ん
の
両
親
、
高
木
先
生
・
川

東
の
春
ち
ゃ
ん
・
斎
藤
先
生
ら
が
登
場
す
る
。

と
ら
ち
ゃ
ん
が
日
記
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
八
月
一
日
、
四
日
、
五
日
、
一

〇
日
、
一
二
日
、
二
二
日
、
一
四
日
、
一
六
日
、
一
七
日
、
二
〇
日
、
二
一
日
、

二
五
日
の
計
一
二
日
間
で
あ
る
。

「
と
ら
ち
ゃ
ん
の
日
記
」
で
は
、
た
と
え
ば
、
八
月
一
日
の
日
記
の
書
き
始

め
の
部
分
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

源
ち
ゃ
ん
に
作
ち
ゃ
ん
に
喜
三
ち
ゃ
ん
に
お
れ
と
、
四
人
で
ボ
ン
デ
ン
山

へ
草
刈
り
に
い
っ
た
。
ゆ
ん
べ
、
雨
が
ふ
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、
山
道
が
つ
る

つ
る
し
て
歩
き
に
く
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
き
ょ
う
っ
か
ら
夏
休
み
な
ん
だ

と
思
う
と
、
う
れ
し
く
っ
て
し
ょ
う
が
ね
。

み
ん
な
、
な
に
し
て
遊
ぼ
う
と
、
そ
の
こ
と
ぽ
っ
か
り
い
い
あ
っ
た
。
新

堀
へ
魚
つ
り
い
ぐ
こ
と
だ
の
、
西
山
へ
藍
茸
と
り
い
ぐ
こ
と
だ
の
、
中
島
へ

遊
び
に
い
ぐ
こ
と
だ
の
、
い
い
こ
と
ぽ
っ
か
り
で
、
い
く
ら
夏
休
み
が
長
く

っ
て
も
、
そ
ん
な
に
で
き
や
し
ね
と
思
う
く
ら
い
だ
。
（
同
上
苔
、
一
七
六

～
二
七
七
ペ
）

「
と
ら
ち
ゃ
ん
の
日
記
」
で
は
、
村
の
子
ど
も
た
ち
、
と
り
わ
け
源
ち
ゃ
ん

と
の
山
ブ
ド
ウ
の
縄
張
り
を
め
ぐ
っ
て
の
喧
嘩
と
和
解
が
一
つ
の
事
件
と
し
て

描
か
れ
、
一
方
、
東
京
か
ら
や
っ
て
来
て
夏
休
み
の
問
新
屋
敷
に
滞
在
す
る
敬

一
（
敬
ち
ゃ
ん
）
と
の
交
流
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
二
つ
の
軸
を
中

心
に
物
語
は
展
開
さ
せ
ら
れ
る
が
、
と
ら
ち
ゃ
ん
（
岡
田
虎
蔵
）
の
心
情
は
、

源
作
や
敬
一
と
の
か
か
わ
り
の
ほ
か
、
両
親
や
村
の
成
人
と
の
か
か
わ
り
を
通

じ
て
、
生
き
生
き
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

芦
田
恵
之
助
著
「
学
童
暑
中
休
暇
日
誌
」
は
、
春
山
真
と
い
う
六
年
生
の
男

児
を
し
て
、
夏
休
み
の
生
活
そ
の
も
の
を
克
明
に
正
攻
法
で
日
記
に
記
さ
せ
た
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も
の
で
あ
っ
た
が
、
干
葉
省
三
作
「
と
ら
ち
ゃ
ん
の
日
記
」
は
、
日
記
形
態
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
ら
ち
ゃ
ん
を
中
心
と
す
る
、
六
年
生
く
ら
い
の

村
の
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
の
生
活
と
出
来
ご
と
が
土
地
こ
と
ば
を
生
か
し
て

み
ご
と
に
形
象
化
さ
れ
て
い
る
。

仙
「
暑
中
休
暇
」
（
ど
よ
う
や
す
み
）
大
江
小
波
著
（
明
治
2
5
）
1
∽
「
学

童
暑
中
休
暇
日
誌
」
芦
田
恵
之
助
著
（
明
治
4
1
）
1
㈱
「
と
ら
ち
ゃ
ん
の
日
記
」

千
葉
省
三
作
（
大
正
1
4
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
人
に
よ
っ
て
、
暑
中
休
暇
中
の
子

ど
も
た
ち
の
生
活
が
活
写
さ
れ
、
特
色
深
い
児
童
読
物
た
り
え
て
い
る
点
で
注

目
さ
せ
ら
れ
る
。
明
治
中
期
・
明
治
後
期
・
大
正
後
期
そ
れ
ぞ
れ
に
日
記
形
式

（
価
㈱
）
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
生
活
と
心
情
と
が
精
緻
に
描
か
れ
て
い
る
の
も

新
し
い
試
み
で
あ
っ
た
。

五

㈲
　
「
ぼ
く
の
太
平
洋
大
航
海
」
　
岡
本
篤
著
　
昭
和
5
5
年
3
計
1
日
　
講

談
社
刊

「
ぼ
く
の
太
平
洋
大
航
海
」
は
、
小
学
校
六
年
生
の
岡
本
篤
少
年
が
お
父
さ

ん
（
貞
也
氏
）
と
と
も
に
、
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
の
夏
休
み
（
七
月
二

二
日
～
九
月
一
四
日
）
を
利
用
し
て
、
一
本
マ
ス
ト
の
ヨ
ッ
ト
（
ア
ル
ビ
レ
オ

号
）
に
乗
っ
て
太
平
洋
を
横
断
し
た
時
の
、
淡
路
島
の
洲
本
港
か
ら
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
港
ま
で
の
五
六
日
間
の
航
海
日
誌
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。

岡
本
篤
少
年
の
「
航
海
日
誌
」
は
、
次
の
よ
う
に
始
め
ら
れ
て
い
る
。

七
月
二
十
二
日
（
日
）
　
第
一
日
め
　
晴
れ

今
日
は
、
太
平
洋
横
断
の
出
港
の
日
だ
。
き
の
う
か
ら
ぐ
っ
す
り
ね
た
せ

い
か
、
気
も
ち
が
い
い
。
出
港
の
前
に
お
母
さ
ん
に
電
話
を
か
け
た
。
お
母

さ
ん
の
声
を
き
い
て
い
る
と
、
な
つ
か
し
く
思
え
て
、
思
わ
ず
な
み
だ
が
こ

み
あ
げ
て
き
て
、
電
話
の
ぼ
く
の
声
は
、
な
み
だ
声
で
話
し
て
い
た
。
だ
け

ど
、
ま
わ
り
に
人
が
い
る
の
で
、
な
き
は
し
な
か
っ
た
が
、
鼻
水
が
さ
か
ん

に
で
て
く
る
。

い
よ
い
よ
出
発
な
の
で
、
は
な
を
か
ん
で
、
な
み
だ
が
出
る
の
を
こ
ら
え

た
。九

時
ち
ょ
う
ど
、
ぼ
く
と
父
を
の
せ
た
ア
ル
ビ
レ
オ
号
は
、
洲
本
の
サ
ン

ト
ピ
ア
＝
マ
リ
ー
ナ
を
で
た
。
た
く
さ
ん
の
人
々
が
き
て
く
れ
て
い
た
。
ア

ル
ビ
レ
オ
の
人
た
ち
、
新
聞
社
の
人
た
ち
、
テ
レ
ビ
局
の
人
た
ち
、
ほ
ん
と

う
に
あ
り
が
と
う
。

お
き
へ
で
て
か
ら
も
、
み
ん
な
が
7
ル
ビ
レ
オ
号
を
中
心
に
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
や
、
ほ
か
の
ヨ
ッ
ト
で
見
送
っ
て
く
れ
た
。
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
く
て
、

悲
し
か
っ
た
。
音
楽
も
「
蛍
の
光
」
だ
っ
た
の
で
、
よ
け
い
に
悲
し
く
な
っ

た
。
し
ば
ら
く
い
っ
し
ょ
に
、
み
ん
な
も
走
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
と
き
、
ぼ

く
の
心
は
悲
し
み
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
と
く
に
お
母
さ
ん
の
顔
を
思
い
だ

す
た
び
に
、
人
が
こ
い
し
く
な
っ
て
、
お
父
さ
ん
と
二
人
だ
け
で
は
さ
び
し

い
。
お
母
さ
ん
も
、
い
っ
し
ょ
に
つ
れ
て
く
れ
ば
よ
か
っ
た
、
と
思
っ
た
。

し
ば
ら
く
パ
ー
ス
（
寝
台
）
に
こ
も
り
、
お
母
さ
ん
の
写
真
を
み
て
、
一
人

で
な
い
て
し
ま
っ
た
。
も
う
、
ヨ
ッ
ト
で
横
断
な
ん
か
や
め
て
、
そ
の
ま
ま

ど
こ
か
の
港
に
入
っ
て
、
家
へ
か
え
ろ
う
と
思
っ
た
。
だ
け
ど
、
こ
こ
ま
で

く
れ
ば
、
後
に
ひ
け
な
い
と
思
っ
た
の
で
、
悲
し
く
て
も
が
ん
ば
る
こ
と
に

し
た
。日

記
を
つ
け
て
い
て
も
、
な
み
だ
が
あ
ふ
れ
で
て
、
な
き
な
が
ら
書
い
た
。

今
日
は
、
ほ
ん
と
う
に
悲
し
く
、
さ
び
し
い
一
日
だ
っ
た
。
（
同
上
書
、
一

八
～
二
〇
ペ
ー
ジ
）

ま
た
、
八
月
六
日
（
月
）
の
日
誌
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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八
月
六
日
（
月
）
　
第
十
六
日
め
　
晴
れ
の
ち
く
も
り

今
日
は
、
午
前
十
時
に
起
床
で
あ
る
。
「
あ
あ
、
す
っ
か
り
ね
ほ
う
し
て

し
ま
っ
た
ピ
と
、
つ
ぶ
や
く
。
す
ぐ
に
、
朝
食
に
と
り
か
か
る
。
今
日
ほ
お

か
ゆ
。
と
て
も
お
い
し
い
。
外
を
み
る
と
、
太
陽
が
ぎ
ら
ぎ
ら
。
食
後
、
せ

ん
た
く
物
を
は
し
た
。
気
温
二
十
七
度
、
水
温
二
十
二
度
。
き
の
う
と
か
わ
っ

っ
て
い
な
い
。
ぽ
か
ぽ
か
し
て
、
気
も
ち
が
い
い
。

父
の
天
測
に
よ
れ
ば
、
現
在
位
置
、
北
緯
三
十
九
度
三
十
四
分
、
東
経
百

五
十
一
度
三
十
四
分
だ
そ
う
だ
。
昼
食
は
な
し
。
午
後
三
時
は
無
線
の
時
間
。

今
日
も
、
海
上
移
動
局
だ
け
。
夕
方
、
風
波
強
ま
り
、
風
向
南
西
、
風
力
五
、

風
速
十
～
十
二
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
、
平
均
時
速
六
二
二
ノ
ッ
ト
と
速
い
。

気
圧
千
十
六
ミ
リ
バ
ー
ル
と
低
く
、
風
浪
階
級
四
。
そ
れ
で
、
メ
ー
ン
セ
ー

ル
（
主
帆
）
を
す
こ
し
リ
ー
フ
（
ま
き
あ
げ
る
）
し
、
ゼ
ノ
ア
ゾ
プ
セ
ー
ル

ナ
ソ
バ
ー
・
ツ
ー

（
三
角
帆
）
を
N
O
・
2
ゾ
プ
に
か
え
た
。

夜
に
な
っ
て
、
と
う
と
う
あ
ら
し
に
な
り
、
ワ
ッ
チ
し
て
い
た
ら
し
お
が

か
か
っ
て
、
あ
わ
れ
ぬ
れ
ね
ず
み
。
も
う
れ
つ
に
寒
い
。
魚
を
つ
る
た
め
に

し
か
け
て
お
い
た
ぎ
じ
え
を
引
っ
ぼ
っ
て
み
る
と
、
糸
が
ち
ぎ
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
で
、
新
し
く
作
り
直
し
て
お
く
。
夜
食
は
、
朝
の
の
こ
り
の
お
か
ゆ
・

バ
タ
ー
・
あ
め
。
（
同
上
書
、
六
二
～
六
三
ペ
）

ま
た
、
九
月
六
日
（
木
）
の
日
誌
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

九
月
六
日
（
木
）
　
第
四
十
八
日
め
　
晴
れ
の
ち
く
も
り

も
う
、
シ
ス
コ
に
到
着
間
近
な
の
で
、
朝
か
ら
、
し
ゃ
れ
て
、
キ
ャ
ビ
ン

（
船
室
）
の
大
そ
う
じ
と
、
食
器
あ
ら
い
を
し
た
。
と
て
も
気
も
ち
が
よ
か

っ
た
が
、
寒
い
。

近
ご
ろ
、
父
よ
り
も
、
ぼ
く
が
ヘ
ル
ム
（
か
じ
）
を
と
っ
て
る
時
間
が
多

い
こ
と
に
気
づ
く
。
ふ
つ
う
の
人
な
ら
、
お
も
し
ろ
そ
う
に
、
楽
し
く
や
る

は
ず
が
、
ぼ
く
は
、
ど
う
も
ヘ
ル
ム
を
と
る
の
が
、
い
や
に
な
っ
て
き
た
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
あ
ん
ま
り
長
く
や
っ
て
い
て
、
た
い
く
つ
な
と
き
が

つ
づ
い
た
の
で
、
あ
き
た
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
、
た
い
く
つ
で
な
い
と
き
も
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
、
あ
き
て
き
た
み
た
い
。
も
う
一
つ
は
、
こ
の
船
の
、
ウ

イ
ン
ド
ベ
ー
ン
（
自
動
風
力
操
舵
装
置
）
が
、
不
完
全
な
た
め
に
、
毎
日
か

な
ら
ず
ヘ
ル
ム
を
と
ら
な
け
れ
ば
保
針
で
き
な
い
し
、
た
ま
た
ま
、
な
ぎ
ゃ

向
か
い
風
に
あ
っ
て
も
、
へ
と
へ
と
に
つ
か
れ
て
、
宿
題
や
読
書
が
、
自
由

に
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

今
日
は
、
本
を
二
さ
つ
読
ん
だ
。
「
舵
」
と
い
う
、
ヨ
ッ
ト
・
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
の
雑
誌
と
、
神
田
真
佐
子
と
い
う
人
が
書
い
た
、
「
ア
ス
ト
ロ
号
日

本
一
周
航
海
記
、
ふ
た
り
だ
け
の
ヨ
ッ
ト
旅
行
」
と
い
う
本
だ
。
ま
ず
、
「
舵
」

と
い
う
の
は
、
ヨ
ッ
ト
や
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
記
事
を
主
体
に
し
た
雑
誌
で
、

読
ん
で
い
て
お
も
し
ろ
い
。
つ
い
熱
中
し
て
、
つ
い
に
は
、
ヨ
ッ
ト
つ
て
な

ん
の
た
め
に
あ
る
の
だ
ろ
う
、
と
思
い
、
し
ん
け
ん
に
考
え
た
。
結
局
、
「
考

え
る
の
は
、
明
日
に
し
よ
う
亡
と
い
う
こ
と
に
し
た
。

「
ア
ス
ト
ロ
号
日
本
一
周
航
海
記
」
に
で
て
く
る
の
は
、
あ
る
夫
婦
が
、

夫
の
退
職
金
で
ヨ
ッ
ト
を
買
い
、
日
本
を
ま
ん
ゆ
う
し
な
が
ら
一
周
す
る
航

海
で
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
こ
の
航
海
記
を
書
い
た
日
記
の
う
ま
い
こ
と
。

感
心
し
て
読
ん
で
い
た
ら
、
自
分
の
日
記
が
い
ち
ば
ん
下
手
に
思
え
て
、
情

け
な
く
な
っ
て
く
る
。
（
同
上
吉
、
三
一
四
～
一
三
六
ペ
）

岡
本
父
子
の
一
本
マ
ス
ト
の
ヨ
ッ
ト
に
よ
る
太
平
洋
横
断
は
、
国
際
児
童

年
に
ち
な
ん
で
、
父
親
の
わ
が
子
へ
の
思
い
や
り
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
壮
挙
で

あ
っ
た
。
篤
少
年
が
航
海
日
誌
を
毎
日
つ
づ
け
て
、
五
六
日
間
の
横
断
記
録
を

完
成
さ
せ
た
こ
と
も
、
わ
が
因
の
学
童
暑
中
休
暇
史
上
最
も
大
き
い
快
挙
で
あ

る
と
い
え
る
。
前
掲
の
七
月
二
十
二
日
（
日
）
の
第
一
日
め
の
日
記
に
は
、
子
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ど
も
ら
し
く
別
離
の
悲
し
み
に
沈
ん
だ
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
罪
二
日

め
か
ら
男
五
十
六
日
め
ま
で
は
、
ほ
ん
と
う
に
生
き
生
き
と
航
海
中
の
こ
と
が

描
か
れ
て
い
る
。
単
な
る
メ
モ
日
記
で
は
な
く
て
、
父
と
子
に
よ
る
生
活
が
一

個
の
読
物
と
し
て
も
読
め
る
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

岡
本
篤
少
年
は
、
航
海
中
に
、
「
ア
ス
ト
ロ
号
日
本
一
周
航
海
記
、
ふ
た
り

だ
け
の
ヨ
ッ
ト
旅
行
」
（
神
田
真
佐
子
さ
ん
）
を
読
ん
で
お
h
ソ
、
「
太
平
洋
ひ

と
り
ば
っ
ち
、
世
界
一
周
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
」
（
堀
江
謙
一
著
）
な
ど
も
読
ん
で

い
て
、
航
海
日
誌
の
書
き
方
に
つ
い
て
啓
発
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
「
ぼ
く
の
太
平
洋
大
航
海
」
は
、
航
海
日
誌
ノ
ー
ト
二
冊
、
刊
行
に
際

し
、
誤
字
・
脱
字
を
改
め
た
ほ
か
は
、
す
べ
て
原
文
の
ま
ま
と
い
う
。
篤
少
年

の
担
任
の
先
生
は
、
ク
ラ
ス
全
員
に
徹
底
し
て
古
く
こ
と
を
指
導
し
、
毎
日
ノ

ー
ト
に
な
に
か
を
書
い
て
提
出
さ
せ
、
翌
日
は
必
ず
そ
れ
に
講
評
を
つ
け
て
返

さ
れ
た
と
い
う
。

「
天
声
人
語
」
（
「
朝
日
新
聞
」
昭
和
5
4
年
1
0
月
5
日
）
は
、
こ
の
航
海
日

誌
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
少
年
は
、
古
く
こ
と
を
苦
に
す
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
喜
ん
で
、
毎
日
ノ

ー
ト
に
向
か
っ
て
い
る
。
読
ん
で
い
て
、
そ
の
喜
び
が
伝
わ
っ
．
て
く
る
。
で
は

な
ぜ
、
古
く
こ
と
が
喜
び
に
な
っ
た
の
か
。
／
話
し
か
け
る
相
手
は
父
一
人
し

か
い
な
い
。
取
り
ま
く
も
の
は
海
。
い
わ
ば
無
の
空
間
だ
。
見
、
聞
き
、
話
す
、

そ
の
行
為
が
、
孤
絶
し
て
し
ま
っ
た
と
き
、
書
く
と
い
う
こ
と
が
、
大
き
な
喜

び
に
な
っ
て
く
る
。
日
記
に
は
少
年
の
覚
え
た
多
く
の
こ
と
ば
が
、
わ
き
で
る

よ
う
に
、
自
由
に
使
い
こ
な
さ
れ
て
い
る
ピ

六

岡
本
篤
著
「
ぼ
く
の
太
平
洋
大
航
海
」
（
昭
和
5
5
）
は
、
学
童
に
よ
る
暑
中

休
暇
日
誌
（
航
海
日
誌
）
と
し
て
、
典
型
を
な
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
大
人

に
よ
る
虚
構
的
な
取
り
組
み
か
ら
子
ど
も
自
身
に
よ
る
行
動
を
通
し
て
の
取
り

組
み
へ
、
前
掲
川
か
ら
軸
へ
の
各
種
暑
中
休
暇
日
誌
に
児
童
文
章
の
生
成
過
程

の
一
面
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
昭
和
5
9
年
6
月
7
日
稿
）
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